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離島に居住する男性独居高齢者の"生活の術"
研究報告
離島に居住する男性独居高齢者の"生活の術"
一大腿骨骨折術後の2事例からの考察一
金城　八津子,畑下　博世,植村　直子,上野　善子,
マルティネス　真喜子,藤井　広美
滋賀医科大学医学部看護学科地域生活看護学講座
要旨
本稿では離島に居住する大腿骨骨折術後の男性独居高齢者らが、身体的機能低下がある身にも関わらず、
どのようにして独居生活を維持しているのか、その"生活の術"を明らかにすることとした。エスノグラフ
イ-の手法を用いながら、情報提供者自宅において参加観察と非構成的インタビューを行った。その結果、
離島に居住する独居男性高齢者は、祖先崇拝による精神的基盤、出来る限り頼りたくないという思いと自尊
心を、独居生活を支える"生活の術"としていることが明らかとなった。
キーワード:離島、独居、生活の術、文化、男性高齢者
I　はじめに
近年わが国は、世界に類を見ない急速な高齢化を迎
えており超高齢社会となっている。高齢者の増加に伴
い医療費が増大し、高齢者医療費が国の財政を圧迫し
たことから、国は平成18年医療制度改革により医療
費適正化の推進に取り組みはじめた。長期入院が是正
されたことによって在院目数の短縮化及び、在宅生活
-の早期移行が推進されており1)、独居高齢者の自宅
i蝦後の介護者不在という状況が問題になっている。
これは本研究対象の離島においても同様である。離
島であるがゆえに高等教育機関-の進学や就業のため、
扶養を担う世代が島外-流出し、島の郊外では過疎高
齢化の急速な進展と、高齢者独居世帯の増加がある。
現代にあってなお日本各地の方言や文化、風習は独
特で、離島は他と隔たったその島喚性ゆえに他と異な
る文化や習俗を保持しやすい。その島喚性が独居生活
を可能とさせるのであれば、それを考慮して看護を実
践することは、質の高い看護を提供するうえでの鍵と
なると考えた。
そこで、離島に居住する大腿骨骨折術後の男僅独居
高齢者らが、身体的機能低下がある身にも関わらずど
のようにして独居生活を維持しているのか、その"坐
活の術"を明らかにすることを目的とした。
(※用語の定義: "生活の術"とは、生活の方法や手段
という意味で使用する。)
Ⅱ　研究方法
1.対象者(以下、情報提供者とする)
Y朝亀県の離島であるA島に居住し、認知症状のない大
腿骨骨折術後の独居男性後期高齢者2名。大腿骨骨折は、
手術後に歩行機能の低下をきたす代表的疾患であるこ
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とから、対象疾患として選択した。
・ケース1 :A氏　83歳　男性　独居
・ケース2:B氏　80歳　男性　独居
2.研究期間
・平成22年4月29日～8月28日(総日数10日間)
・フィールドワーク総時間:約30時間
3.方法
エスノグラフイ-の手法を用い、情報提供者自宅に
おいて参加観察と非構成的インタビューを行った。非
構成的インタビューでは、生活概観およびライフコー
スに沿いながら自由に語ってもらった。エスノグラフ
イ-の研究手法は、文化人類学の伝統に培われたもの
で、異文化を記述し理解するための有効な方法である。
現地の人々と行動を共にしながら原地の人の立場に立
ったイ-ミックな視点と、外部の人のエティックな視
点から観察し記録するという方法である2)。
調査地は沖縄本島から南西方向に位置する平坦な島
である。研究者は平成17年から約2年間当地に居住し、
平成20年より大腿骨骨折術後の独居後期高齢者を対象
としたフィールド調査を実施してきた。本報告は、その
取り組みの一環として行なったものである。
4.倫理的配慮
本研究は、国立大学法人滋賀医科大学倫理審査委員
会の承認を得て実施した。研究参加の承諾は、研究説
明書と研究同意書を作成し、口頭と書面により研究内
容について説明して同意を得た。なお本稿ではプライ
バシー保護のため、事例に関する記述は骨子に支障が
ない範囲で修正を加えた。
Ill　*;'し
今回は、生活一般状況、相互扶助、信仰について焦点
を当てて結果を述べる。なお本文中の結果における情報
提供者本人による語りの内容は、 「 」を用いて示した。
1.ケース1:A氏　83歳　男性
1)生活一般状況
元漁師で、近年まで船を持ち現役であった。南方で遠
洋漁労の経験や、日本本土で従軍の経験があった。 「男
は働いてお金を持ってくる。昔から女が食料を確保した。
食べ物や着物は、お金がなければ物々交換で女が工面す
るもの。」と、当地での性差による分業制について語っ
た。現在は少額な年金収入で全て賄っているが、 「生活
保護受けてる人の方が、生活は楽だはず(楽だと思う)。」
と語り、厳しい経済状況であった。日中は電気代を節約
するために消灯しており、テレビは夜間のみ観るように
心がけていた。高所からの転落により、大腿骨骨折を受
傷し手術歴があった。 ADL自立で独歩が可能であったが、
円背があり屋外では用心して一本杖使用中であった。
介護度は要支援1であり、ホーム-ノレ1- (家事援助
月1回)とデイサービス(月2回)を利用していたが、 「汚
い年寄りとは思われたくないから、きれいに洗濯したも
のをいつも着ているよ。」と語り、自ら洗濯をこまめに
行って清潔な着衣を着用しており、家事は自立していた。
また強度の難穂があり、ヰ郁恵器をもっているがほとん
ど使用していなかった。
食事の調理はA氏が行っており、食材の購入はデイサ
ービスの送迎車運転手に依頼し、デイサービス後の帰宅
途中にある他集落の商店-一時立ち寄り購入していた。
この商店は、商品の品揃えがよいため日用品、惣菜や野
菜、魚肉類を購入している。また米は、自宅近くの商店
-買い出しに行き、自転車の荷台にくくりつけ押して運
搬していた。自炊は野菜妙めなど簡単な調理のみであり、
「少ししか食べないから、いつも(そこに)ある物を食
べているよ。」と語った。食材の調達ノレートが限られて
いるため簡素な食事であり、栄養バランスが充分とは言
えない状況で、年中口内炎がある状態であった。冷蔵庫
内に食糧品は少量のみであり、食料品の備蓄はほとんど
なかった。
2)相互扶助
A氏の実子は全て島外居住であり、家庭の事情から疎
遠になっていることから交流はほとんどない。そのため、
キーパーソンである義娘が、定期的に生活の様子を確認
して生活支援していたが、義娘からの情緒的支援は確認
できなかった。日常生活では特段親しくしている友人は
なく、自宅を訪れる者は義娘とホームへ/レバー、布教の
ために毎月訪れる青年のみであり、話し相手として訪問
を楽しみにしていた。自宅は入りくんだ集落内にあり、
隣人の気配は感じられるが交流はほとんどなかった。小
さな集落であるが、行きつけのC商店以外で購入するこ
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とはないため、同じ集落にあるD商店主は情報提供者の
近況を知らなかった。また夏場は夕涼みのために、自宅
近くの公民館周辺に高齢者が集うが、 A氏は弓鮎珊恵の
ために複数人との会話が難しく、悪口を言われていると
の思いが生じて不愉l矢になることもあるため、自ら好ん
で参加はしないとのことであった。今回は、義娘以外の
地縁・血縁関係による相互扶助は確認出来なかった。
3)信仰
A氏の居住する集落には、土着信仰として集落の御赫
(主に豊作(豊漁)祈願)が存在した。年に一度は盛大
な配り事が催され、居間にはその象徴が飾られていた。
幼少の頃からの馴染みの信仰であり、深く信心していた。
しかしながら、 「年に一度の集落の行事(配り)では
役割もあるけれど、年寄りすぎる。参加すると時間も長
いし体も疲れるから休んで若い者に任せている。」とい
う語りから、集落構成員として、配りごとの役割にも回
避的であった。かつては集落内の行事(配りごとや祭り)
も楽しみで、 「昔はづなり(地鳴り)がするほど(集落
内の行事で)たくましく踊った。」と満面の笑みで誇ら
しげに語る様から、積極的に参加していたことが伺えた。
しかしながら現在は、 「こんなに年寄りになっては、踊
ったら笑われるから踊らない。あー、かわいそうと言わ
れるよ。」や、 「腰も曲がっているから、外を出歩くのが
恥ずかしい。」と語り、参加後の疲労感や老いた身をさ
らしたくないという思いから自ら参加を避けていた。
またA氏は心中で祖先崇拝をしているが、実子が沖縄
本島で継いでいることからA氏宅に仏壇はなく、盆や祖
先崇拝の年中行事も沖縄本島で行うために、親類と疎遠
になっていた。 A氏は「もう何年も(親類に)会ってな
いよ。子ども達にも仕事があるから、こっち(A島)に
は来れない。自分からも(遠方であるため)なかなか行
けない。」と語ったが、年中行事である島内の墓参りの
行事には「墓参りには朝から行くさ一。」と意欲的であ
った。調査期間中はお盆の時期であったが、 A氏宅には
仏壇がないため、供え物などによるお盆特有の賑やかさ
は見られず、物イ宅しさを感じながらも、仕方がないと自
己を納得させていた。調査地では祖先崇拝のため、仏壇
がある家に親族が寄り集まる。 A氏宅には仏壇がないこ
とから、親族一同が会することはなく、老いた身ではお
盆の準備もままならないために実子に託しており、心中
で祖先を配っていた。 A氏においては、集落の土着信仰
と祖先崇拝は確認出来たが、他の信仰を信心する様子は
観られなかった。
2.ケース2:B氏　80歳　男性
1)生活一般状況
農家でサトウキビ栽培を生業としていた。現在農地
は実子が継いでおり、 「周辺の農家と交渉しながら農地
離島に居住する男性独居高齢者の"生活の術"
を買って整理し、畑を増やした。息子達が後を継いでい
るが、多少は感謝してくれているでしょう。」と誇らし
げに語った。また島内の青年学校で軍隊教を育受けた経
験があった。現在は少額な年金収入にて生活費を賄って
いるため、経済状況は厳しい。実子から経済的な心配は
しないように言われているが、 「子どもらには子どもら
の生活があるでしょ。自分で食っていかんと(食べてい
かねばならない)。」と語り、自身でやりくりしているこ
とを誇りにしていた。また電気代を節約するため日中は
消灯しており、テレビは夜間のみ観ていた。健康状態は、
高血圧をはじめとした内科疾患を持ち、月齢兄はおお
むね良好であった。自宅玄関で転倒し左大腿骨骨折受傷
しており、現在も歩行障害があるために自宅内では車い
す、歩行器、 T字杖を使い分けて使用しながらもADLは自
立していた。介護度は要支援2であり、ホームへ′レバー
(家事援助月2回)を利用している。弓知覧難聴があり、
ヰ前輪使用によりコミュニケーション可能であった。洗
濯は自身で行うこともあるが、衣類に若干の汚れあって
も気にならない。家での調理人はB氏だが、野菜妙め等
簡単に調理できるものが多く、電子レンジで温めて食べ
る惣菜や、嫁の手料理の差し入れをよく食べていた。実
子が頻繁に立ち寄り、食材(米、野菜や肉類等)や総菜
も持参してくれるため、自ら買い出しには行かず、冷蔵
庫や冷凍庫内には備蓄された食品が多くあった。
2)相互扶助
妻に先立たれたことから、独居生活が始まった。就職
のために離島して県外で所帯を持つ実子と、島内の同じ
集落に居住する実子がいた。実子の畑と近いことから、
毎日朝夕様子を確認し、頻繁に昼食を共にしていた。ま
た難穂があるため電話ではなく、県外居住の実子から、
電話ファクシミリ　FAX　を利用しての情緒的支援が頻
繁に行われていた。 B氏は孫やひ孫の写真を居室内に飾
り、 「孫やひ孫の成長が楽しみ。また会うために生きて
いる。子ども達に囲まれて、生きることが人間の喜びで
しょう。」と満面の笑みで語った。
B氏は日中のほとんどを窓際に置いた椅子に座って
過ごし、そこから見えるサトウキビの成長を確認して
いた。それは家長として「家」を見守ることであった。
日常生活では、日頃から特段親しくしている友人はおら
ず、日常的に自宅を訪問するのは、実子とホーム-ルパ
ーであり、時折訪問するのは近所に住む脳梗塞後の知人
と布教活動のために訪れる青年のみであった。
脳梗塞後の知人が散歩がてら時々自宅に訪れる事は、
集落内の情報を入手できる機会として、楽しみであった
が、不自由な身で集落内を往来することを快く思ってお
らず、顔をしかめながら語った。しかしながら、その知
人と布教活動のために訪れる青年を、話し相手として大
切に思っていた。
B氏は下肢の不自由さを哀れまれる事が嫌で集落内
の外出は控えており、日常近隣との交際はなかった。ま
た、実子より電動式シニアカーを贈られて喜んでいたが、
電気代や人目を気にしているため、外出は少なかった。
農協や自治会の集会もあるが、現在は息子に任せて参加
させていた。下肢の不自由さや難穂も不参加の理由であ
るが、参加者のほとんどは戸主である男性が参加するた
めに、体面を気にしていた。 B氏においても実子以外の
地縁・血縁関係による相互扶助は確認出来なかった。
'・il l言仰
B氏の居住する集落には、土着信仰として集落の御縁
(渇水の土地柄のため豊水祈願)が存在した。集落は広
い農地の中に位置しており、干ぱっは作物の不作を招く
ため、雨乞いの儀式(行事)は集落における重要な行事
であった。項在は農地の整備が進み、地下ダム建設をは
じめ農業用水の整備もされているが、豊水祈願は変わら
ない。集落内には、地元有志で設置した豊水祈願のモニ
ュメントが見られた。またB氏は祖先崇拝をしており、
自宅居間に仏壇があった。沖縄の古い住宅では、玄関か
ら入ってすぐに居間があり、正面に仏壇があることは珍
しくない。客人や家人の帰宅時には祖先崇拝のシンボル
とも言える仏壇が出迎えてくれるのである。また仏壇を
持つ家は、祭時(盆等)には盛大にご馳走を用意し供養
しているが、 B氏宅でも同様であった。今回の調査はお
盆の時期であったが、 B氏宅には親類からのお中元が山
の様に積まれていた。しかし、お盆明けに家庭訪問した
際にはそのほとんどが無くなっており、自宅を訪問する
実子をはじめとした親類に、家長として配当していた。
研究者も「あんたは私の娘と一緒だよ。」と受け入れて
もらっていたため、お中元の配当としてジュースやシャ
ンプーを勧められた。また、お盆の準備はご馳走や親類
に配るお中元等に費用がかかるため、 「お盆の用意の為
に息子に金を渡している。だから嫁がちゃんと準備して
くれた。」と語り、 B氏は家長としてその用意にかかる
費用を、少額の年金から計画的に工面していたことを誇
らしげに語った。 B氏においても、集落の土着信仰と祖
先崇拝は確認出来たが、他の信仰を信心する様子は観ら
れなかった。
1＼.轄'*'-'
中尾は、 「離島という狭い地域の中で、長年つきあい
のある隣人や友人は、別居の子どもよりその人の生活の
中に位置づいていると考える。」 3)と述べている。島峡
は住民同士が旧知の間柄であることから、ソーシャルサ
ポートを担っているが、今回は実子以外による親族や集
落内における食糧や情報の交換といった相互扶助は確
認出来なかった。島峡は近所付き合いが親密であるこ
とから、相互扶助が有効に機能している一方、その緊密
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さが煩わしいという側面も合わせ持ち、互いに他家の状
況を見極めて配慮しながら相互扶助が行われている。
しかしながら老いてなお男性は、従来の家長役割から
世間体を保つことを重視しており、老化による身体の衰
えや、独居生活上の困難や寂しさといった弱みを表出す
ることが出来ないため、他者の扶助を受けることが難し
い状況にあると考えられる。弱みの表出は自らの役割を
放棄することであり、耐えがたいことである。そのため、
出来る限り頼りたくないという思いが自らを支えてい
たと考えられる。
このような中B氏は独居生活でもなお、家長としての
誇りと尊厳をもって生活していた。旧民法における家父
長制においては、家長は先祖祭紀の責任者であった。現
代では「家」のあり方は変わりつつあるが、未だその社
会規範は当地において残存している。竹田は、 「先祖は
「家」に存在の根拠を与え、累代にわたって子孫の家族
の幸福に最大の関心をもち、これに最大の庇護と保障を
与えてくれるものと信じた。」 4)と述べている。情報提
供者らにおいては土着信仰と仏壇以外の祭壇や偶像を
信心する様子や語りは全くなかった。 B氏は、祖先崇拝
の行事である盆の準備を、自らが指揮して無事に執り行
ったと語り、祖先崇拝の行事を重要な行事だと認識し、
祖先崇拝を精神的基盤としていた。
そして両氏にとっては、自分自身が独居生活を維持し
続ける事こそが「家」を守ることであり、事情によって
旅に出ている(島を離れている)家族を結びつけている
という自負と信念が感じられた。それは、他出家族を取
りまとめて祖先祭紀を執り行うという、家父長としての
役目を果たす責任感であると考えられる。河野らは、一
人暮らし男性高齢者がセルフケアを確立するための強
みとして、 「人の世話になりたくない」、 「できるだけ一
人で頑張りたい」というテーマ「自律心」を示している
5)。同様に、島峡に居住する男性独居後期高齢者におい
ても、出来る限り頼りたくないという思いと自尊心が独
居生活を支える"生活の裾'であると考えられる。
大森は、 「高齢者の居住する地域の自然環境を含む物
理的環境や歴史的背景などの地域性、職業や生活歴を考
慮し、高齢者の内面に生じる価値の葛藤から、高齢者自
身がどのような喪失を経験し、それに対抗するために何
を誇りとしているのか理解する必要がある」 6)と述べて
いる。情報提供者らにおいても過去の従軍生活、南方で
の遠洋漁業や乾いた大地での農業を生活の糧とし、厳し
い環境下で家族を扶養して独立自尊を旨としていた。
高齢者は身体的老化、知人や友人の死をはじめ、子ら
の独立や離島、伴侶に先立たれるなどの喪失を経験し、
経済的には収入が減少して厳しくなっていくことが予
測される。このような状況に対抗するために、精神的基
盤である祖先崇拝と、家長役割から生じた、出来る限り
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頼りたくないという思いと自尊心は、重要な"生活の術"
であると考えられる。
嶋津らは「交通上の往来、人的な交流の少ない-き
地では、土地の文化として独特な様式が保持されており、
それが人々の健康と密接に関係していると保健師は捉
えた。」 7)と述べている。看護職は住民の精神的基盤と
なる事象に関心を持ち、そのニードを充足すべく支援す
ることが大切であると考える。そして、対象者自身と集
落内住民各々のこれまでの立場や役割、関係性を理解し
見極めた上で、対象者の尊厳を損ねない介入方法を検討
することが必要であると考える。
¥ i|'imill."
離島に居住する独居男性高齢者の"生活の術"は、精
神的基盤である祖先崇拝と、出来る限り頼りたくないと
いう思いと自尊心であった。
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